
ひょうご産業
活性化センター

通信

10

足立織物㈱
ひょうご産業SDGs認証事業を

活用して

2025

Oct.

ひょうごビジネス・インフォメーション
がんばる企業を応援

信用保証協会NEWS
TAX & LAW

04

CONTENTS

06

07

08

09

成長期待企業のイチオシ！

中小企業のための
ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

ひょうご産業活性化センターは中小企業のSDGsの取り組みを支援しています。
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足立織物㈱

ひょうご産業SDGs認証事業
を活用して 社長

足立 美由希

●大規模展示会に出展できた
●従業員のSDGsへの意識が高まった
●人材採用につながる特典を得られた

毛布のリユース・リサイクルを中心に
持続可能な事業に取り組む

多可町

二人がかりで丁寧に毛布を畳みます

帰宅困難者の声から主力商品が誕生
　同社は1950年に播州織の産地、多可町で創業。「お客
様の声をカタチに」をモットーに紡いできた75年の歴
史には、二つの大きな節目がありました。一つ目は足立
利信会長が社長だった2004年、後に特許を取得する真
空パッキング技術を開発したことです。葬儀用品を扱う
会社から、弔問客に渡すタオルギフトをコンパクトにで
きないかと相談され思い付きました。「ギフトは見た目
が大事。パッケージの表面が真っ平らになるよう、圧力
のかけ方や空気の抜き加減を何度も試行錯誤したそうで
す」と足立美由希社長は話します。
　次の節目が11年3月に発生した東日本大震災をきっ
かけに、真空技術で収納しやすい非常用の毛布を作った
こと。交通機関がストップし事務所で夜を明かしたとい
う東京の問屋から懇願されました。タオルと毛布では
伸縮性や弾力性が異なるため、ほぼ一からの開発とな
りましたが、同年12月には発売にこぎ着けました。これ
を機に圧縮毛布の量産態勢に入り、13年にはA4サイズ
に縮小。全国の自治体から注文が増えました。「200㎝ ×
120㎝ の毛布を48回折り、厚さ3.5㎝ まで圧縮します。

デスクの引き出しや書棚でも保管できると好評です」

エコプロで毛布のリサイクル品をPR
　2012年に入社した当初から、社会貢献活動や環境に
配慮したものづくりに興味があったという足立社長。16
年に世界規模で取り組みが始まったSDGsにも、おのず
と関心を持つようになりました。21年に社長就任後、日
頃の業務内容を洗い出してSDGsの17の目標に当ては
め、現状と30年までの達成目標をまとめたロードマップ
を作成し、ホームページに掲載しました。「普段は意識し
ていないけれど、意外とやっているなと思いましたね」
　同社ならではの取り組みの一つが、10年間の保管期限
が切れた圧縮毛布の回収です。検品後、十分に使用でき
る毛布はリパックし、傷んでいるものは専用の機械で綿
に戻して非常用クッションや軍手に再利用します。
　23年2月に県の「ひょうご産業SDGs推進宣言企業」
に登録され、24年4月には「ひょうご産業SDGs認証企
業」のゴールドステージに認証されました。「大規模展示
会に優先出展できる特典を使って、12月に東京であった
エコプロに毛布のリサイクル品を出しました」と足立社
長。認証企業には県の奨学金返済支援制度の補助期間を

制度利用の流れ
2023年2月 23年9月 24年4月 12月
ひょうご産業SDGs
推進宣言企業に登録

ひょうご産業SDGs
認証企業に申請

認証企業のゴールド
ステージに認証される

ゴールドステージの
特典で展示会に出展
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圧縮した毛布はぴたりと箱に収まります リサイクル素材から生まれた非常用クッションや軍手

最長17年まで延長できるという特典もあり、「今後の人
材採用で大きなメリットになる」と言います。
　取り組みを進める中で、従業員のSDGsへの意識も高
まってきました。「100年企業を目指し、今後もより良い
ものづくりにまい進します」と前を見据えます。

足立織物㈱
多可町中区安楽田511　 T 0795-32-0437
●代表取締役／足立美由希
●事業内容／防災備蓄用品の企画・製造・販売
Ｈ https://www.atec1945.co.jp

自 費 出 版
見  積  り  無  料

まずは電話かメールでお問合せください

TEL.078-362-7140
jihishuppan-kpc@kobe-np.co.jp

あなたの本を

「オーダーメイド」

だけ https://kobe-selfpub.jp

こちらから
▼

株式会社 神戸新聞総合印刷

ひょうご産業
SDGs認証事業

兵庫県が宣言企業のSDGsの取り組みを評価・認証
する制度です。

•認証書が交付されます
•中小企業融資制度の「SDGs支援貸付」を利用できます
•社債発行の際に保証料率が割引されます
•大規模展示会に出展できます
•就活生向けの合同企業説明会に出展できます
•SDGsの取り組みのPR動画を学生が制作します

※認証ステージに応じて内容が異なります

問ひょうご産業活性化センター成長支援課
Ｔ 078-977-9117
制度の詳細についてはホームページをご覧ください

【対象】ひょうご産業SDGs推進宣言事業の登録企業
【要件】①チェックシート（30項目）による自己評価の実施
　　　②5年以内に目指す3つの目標の設定と取り組みの明確化
　　　③ひょうごSDGs Hubへの参画
※�SDGsの取り組みに関するチェックシートを基にスタンダード、アドバ

ンスト、ゴールドの3区分（ステージ）で認証します

企認 業証 のメリット
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中小企業者等と農林漁業者が連携して取り組む新商品・
サービスの開発に対し、助成金を支給します。
対県内の中小企業者と農林漁業者の連携体
●助成期間＝2026年4月～最長28年3月
●助成額＝上限400万円（対象経費の2/3以内）
申問新事業課 Ｔ078-977-9072
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町1-8-4 神戸市産業
振興センター2階
10月31日㊎までに所定の書類（ダウンロード
可）を持参または郵送。持参は平日9時～17時
（最終日は16時まで）

指定した商圏範囲の年齢別人口や世帯数、商業統計等の
国勢調査データを無料で提供します。
申問経営・商業支援課 Ｔ078-977-9116
Ｅretail@staff .hyogo-iic.ne.jp
所定の申込書（ダウンロード可）をEメール（添付
ファイル）で送信

最新の支援情報や企業の先進的な取り組み事
例等を発信しています。ぜひフォローしてくだ
さい。

設備の増強・更新を図りたい中小企業に代わり、当セン
ターが設備を購入し、長期かつ固定損料（金利）で割賦販
売またはリースします。詳しくはホームページで確認してく
ださい。
対県内に事業所・工場等がある中小企業 ※その他要件あり

●対象設備＝県内に設置する新品または中古の設備 
※その他要件あり

●貸与額＝100万円以上1億円以下
問設備投資支援室 Ｔ078-977-9086

パソコンやスマートフォンからコーディネーターと1対1で
相談できます。売り上げ拡大やIT活用、人事、資金繰りな
ど経営に関するあらゆる内容に対応します。1回50分。無料
（通信料は利用者負担）。要予約。
●相談時間＝平日9時～17時
申問兵庫県よろず支援拠点 Ｔ078-977-9085

本誌は県内の市町や金融機関、支援機関、各種イベントで
配布するほか、ホームページからダウンロードもできます。
掲載料金等については電話でお問い合わせください。
問企画管理課 Ｔ078-977-9070

神戸、姫路、尼崎にある「起業プラザひょうご」ではセミナー
や専門家相談をはじめ、販路拡大や資金調達等に関する支
援メニューを提供しています。営業時間や利用方法などは
各プラザのホームページで確認してください。
起業プラザひょうご
神戸市中央区浪花町56 三井住友銀行神戸本
部ビル2階
Ｔ078-862-5302
起業プラザひょうご姫路
姫路市本町127 大手前ダイネンBLD.2 3階
Ｔ079-287-8686
起業プラザひょうご尼崎
尼崎市昭和通2-6-68 尼崎市中小企業セン
ター3階
Ｔ06-6488-9565

「ひょうご農商工連携ファンド」
令和8（2026）年度助成事業の募集

兵庫県よろず支援拠点
テレビ電話相談

設備貸与制度

ひょうご産業活性化センター

当センター
公式X開設

日日時　所場所　対対象　定定員　￥料金
申申し込み先・方法　問問い合わせ先 
Ｔ電話番号　Ｆファクス番号　Ｅ Eメール

商圏地図情報の
無料提供

当センター通信「JUMP」
広告掲載募集

起業・創業の支援拠点
「起業プラザひょうご」
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兵庫県ではバイオマスの利活用を推進する優れた取り組み
を「ひょうごバイオマスecoモデル」として登録し、県内での
普及・拡大を図ります。現在、本年度の募集をしています。
対バイオマスの利活用に取り組んでいる県内の団体、企業、
自治体など
申10月31日㊎までに所定の申請書（ダウンロード可）を各
県民センター・県民局の農林（水産）振興事務所
へ郵送または持参
問県流通戦略課 Ｔ078-362-9223

脱炭素とサーキュラーエコノミー（循環型経済）を両立する
ためのビジネスプランを募集中です。
対関西2府4県に本社があり大阪府内に事業所を置いてい
る中小企業、スタートアップ企業
●募集分野
脱炭素に資する新ビジネス創出、脱炭素経営、脱炭素に関
する新商品
●賞金＝最優秀賞50万円、優秀賞30万円、特別賞10万円 
※他参加賞1万円

申問同コンテスト実行委員会
10月15日㊌17時までに大阪商工信用金庫の
ホームページの申し込みフォームから

企業や起業家の新規性・独創性に富んだビジネスプランの
構築、企業や研究者が取り組む先進的な研究開発の事業
化を支援します。
対 ①関西2府4県に事業所がある、または関西への進出を
目指す法人・個人
　 ②関西2府4県に事業所があり研究開発に取り組んでい
る法人・個人
●募集部門
ものづくり、ヘルスケア、ICT、環境・エネルギー、地域ソ
リューション
●助成額＝大賞各300万円など
申問池田泉州銀行 Ｅsenshin@sihd-bk.jp
ホームページからエントリーした後、10月20
日㊊までに所定の申込書（ダウンロード可）をE
メール（添付ファイル）で送信

池田泉州銀行　「①ニュービジネス助成金
②イノベーション研究開発助成金」

「大阪脱炭素・サーキュラーエコノミー
ビジネスコンテスト2026」

兵庫県
「ひょうごバイオマスecoモデル登録制度」

関係機関
県民税と市町民税を合わせて市町が課税し、徴収す
る税です。給与所得者と65歳以上の年金受給者は
給与や年金から特別徴収され、それ以外の人は市町
から送付される納税通知書により原則として年4回
に分けて納めます。
●第3期分の納期限10月31日㊎
※市町により納期限が異なる場合があります

問住所地の市・区役所、町役場

兵庫県・市町

昨年度から森林環境税（国税）が課税されています
（住民税均等割と併せて1人年額1,000円）。その
税収は県内の森林整備や、その担い手の育成など
に活用されます。

個人住民税の納税について

近畿2府4県では軽油引取税の脱税を防止するため、
10月に軽油見本品の抜取調査等を集中的に実施し
ます。

● 軽油引取税（県税）は、軽油の引取りに対して課
税されます
● 軽油引取税の税率は1リットルにつき32.1円です
● 不正軽油を販売したり、自動車燃料として消費し
たりした場合にも軽油引取税が課せられます

問い合わせは最寄りの県税事務所へ

兵庫県・県税事務所
兵庫県不正軽油対策協議会

不正軽油の製造、販売、使用はもちろん、不正軽油
に使用されることを知りながら材料を提供・運搬し
た人、製造場所を提供した人なども罰せられます｡

10月は「近畿府県不正軽油追放強調月間」です

創業・新事業、経営改善、取引拡大、
DX化、SDGs等につながる支援
メニューを発信中！
ひょうご産業活性化センター公式

ひょうご産業活性化センター通信「JUMP」は、中小企業地域資源
活用等促進事業の助成金を活用して作成したものです

ホームページ メールマガジン Facebook Instagram
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「中小企業支援ネットひょうご」とは
さまざまな経営課題を抱える中小企業の応援を目
的に、中小企業支援機関や連携団体でつくるネッ
トワークです。各機関の強みを生かしながら、総
合的な支援を展開。DXやGX、SDGs等の新た
な経営課題の支援にも取り組んでいます。

がんばる企業を応援
「中小企業支援ネットひょうご」構成機関からのご案内

持続可能な社会を創る

ひょうご科学技術協会は県民生活の向上と地域社会の発展のため、科学技術の普及・発展、地域産業の技術力強化に取
り組んでいます。播磨産業技術支援センターは播磨地域の産業の活性化を図るため、企業と大学や研究機関等との交
流・連携を促進するとともに、技術の高度化等を支援しています。

（公財）ひょうご科学技術協会
播磨産業技術支援センター播磨地域の産業活性化に向けて

主な支援業務

企業・大学院連携研究事業
県内大学の大学院生が県内企業等と共同で取り組む研究
に対し、助成金を交付。大学院生の資質と企業の技術力の
向上を支援しています。

技術高度化研究開発支援助成事業
新分野進出や新事業創出、新技術・製品の研究開発に取り
組む播磨地域の企業等に助成金を交付しています。
助成上限額／150万円（対象経費の合計額の1/2以内）
年間助成件数／4～5件

成長産業育成のための研究開発支援事業等への参画
企業が新技術や新製品の開発に取り組む際、当センターが
研究チームの代表機関となり、兵庫県の「成長産業育成の
ための研究開発支援事業」など、国や県等の各種提案公募
型産学官共同研究に積極的に参画しています。

産学官連携の推進

企業の研究開発等への支援

ものづくり支援センター播磨事業
元素分析機能付き走査型電子顕微鏡を開放しています。初
心者向けの操作研修も無料で実施しています。また、IoTや
AI、ロボットによる効率化や生産性向上に関する相談は新
産業創造研究機構（NIRO）と連携し、ものづくり支援セン
ター本部（NIRO内）として対応します。

ものづくり共創セミナー
産学官の共創による持続可能な地域活性化を目指し、もの
づくりの高度化や新産業の創出につながる技術、情報を紹
介するセミナー等を関係団体と共催しています。

生産性向上支援と専門機器開放

（公財）ひょうご科学技術協会 播磨産業技術支援センター
姫路市下寺町43 姫路商工会議所本館2階
T 079-287-1212　Ｆ 079-287-1220　 H https://hyogosta.jp

2024年度研究課題例
「山田錦の米ぬかを用いた化粧品の開発」
� ㈱muni（三木市）×神戸大学

成果事例 「製塩過程で排出される脱塩水を活用した
微細藻類培養システムの開発」� ㈱日本海水（赤穂市）

成果事例
「陸上養殖における環境に優しい革新的な除菌システ
ムの開発」
� ㈱セシルリサーチ（姫路市）

X線分析装置付走査型電子
顕微鏡「TM3030Plus」
（日立ハイテクノロジーズ製）

超高輝度・短波長可視光
気中及び半水中照射装置 海水除菌実験の様子
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中小企業支援ネットひょうごでは、さらなる成長が見込める企業を
「成長期待企業」に選定し、複合的な支援をしています。このコー
ナーでは選定企業が誇る自慢の商品やサービスを紹介します。

㈱姫路ヴィクトリーナの

㈱姫路ヴィクトリーナ　姫路市白銀町86 白鷺白銀町ビル2階
Ｔ 079-287-6522　H https://www.victorina-vc.jp

⃝設立年：2016年　⃝代表取締役社長：上原光徳
⃝事業内容：プロバレーボールチームの運営

2025-26シーズンは初のSVリーグ優勝を目指します

イベント参加や選手育成を通して
地域に愛されるチームへ

地域貢献活動

　同社は2016年、姫路市出身で元バレーボール女子日本
代表監督の眞鍋正義さんが立ち上げた日本初のプロバレー
ボールチーム「ヴィクトリーナ姫路」の運営会社として誕
生しました。「姫路から世界へ」をミッションに掲げ、18年
にVリーグ（当時）に参入。昨年は皇后杯を制して初タイト
ルを獲得するなど、強豪チームへと成長を遂げています。
　「プロチームとしてSVリーグで好成績を収め観客動員
数を増やすことは当然ですが、バレーボールの普及を通し
て地域に恩返しすることも大切な使命です」と上原光徳
社長は話します。23年に小・中学生向けの教室を開設した

のに続き、今年5月には世界に通用するエリート選手を育
成する「ユース15」を設立。オフシーズンにはレギュラー
クラスの選手も小学校等でのイベントに参加します。さら
に、市の中学校部活動の地域移行により26年度から始まる
「姫カツ」への講師派遣も予定しています。
　26年10月にはJR手柄山平和公園駅（同年3月開業予定）
前に完成する「ひめじスーパーアリーナ」に本拠地を移し
ます。「三ノ宮と新駅の所要時間は45分。神戸からの集客
に力を入れるとともに、県内全域で愛されるチームを目指
します」。設立から10年、新たなステージへ突入します。

小学校のバレーボール教室で指導するセッターの櫻井美樹選手
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兵庫県信用保証協会が事務局を務める「兵庫県地域支援金融会議」では、参
加機関による金融・経営支援を受け、優れた成果を上げた事例を顕彰し、支
援機関や事業者の皆さまと情報共有することを通じて、地域経済の発展に
寄与することを目的とした「2025 ひょうご信用創生アワード」を以下の通り
開催します。
当日は、事業へのさまざまな想いを実現させた6組のプレゼンテーションが
行われ、最終審査を経て最優秀事例を決定します。支援機関の皆さまにとっ
て事業者支援の参考になることはもとより、事業者の皆さまにとっても、これ
からの事業展開を考えるヒントとなりますので、ぜひご観覧ください。

「2025 ひょうご信用創生アワード」
観覧者募集中！

11月6日㊍15：00～17：00

ラッセホール（神戸市中央区中山手通4-10-8）
※オンラインでも参加できます

プログラム
●応募事例のプレゼンテーション
応募者の皆さまがプレゼンテーションを行います。

●最終選考、最優秀事例の発表
ひょうご信用創生アワード選考委員会がプレゼン
テーションを基に選考を行い、最優秀事例を発表
します。

●講評
アワード選考委員が講評を行います。

申 し 込 み・
問 い 合 わせ

ひょうご信用創生アワード実行委員会事務局（兵庫県信用保証協会内）
T 078-393-3920　Ｆ078-393-3980　Ｅkeieisien＠hosyokyokai-hyogo.or.jp
10月30日㊍までにＥメール（お名前、電話番号、メールアドレス、ご希望の参加方法を記入） 
またはファクス（所定の申込用紙）でお申し込みください。

兵庫県信用保証協会

入場無料
定員200人
満席になり次第、受付終了

県庁前駅

相楽園

兵庫県庁

市営地下鉄

阪急電車

山手幹線

加納町
交差点生田

神社

鯉
川
筋

ト
ア
ロ
ー
ド

阪神電車

JR

三宮駅

神戸三宮駅
三ノ宮駅元町駅

神戸三宮駅元町駅

ラッセホール

日 時

会 場

2025 ひょうご信用創生アワード
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県内中小企業の全産業・業種別の売上高（速報値）を公開中！ ひょうご企業業績

TKC近畿兵庫会姫路支部
広報委員 大西竜浩

2026年1月1日施行「取適法」は
中小企業も注意が必要！

参考文献：「事務所通信2025年10月号」（TKC出版）

賃上げ原資の確保に向け「下請法」を改正
　近年、原材料費やエネルギーコスト、労務費が急激に増加しています。「コストアップした分、商
品やサービスの値上げをしたい」と考えるものの、取引先等との関係が気になり、なかなか価格転
嫁できないという経営者も多いのではないでしょうか。得意先が提示する取引条件をそのままのん
でしまう一方、賃上げ機運の高まりと原資の確保の板挟みの状況にあります。
　そこで、中小企業を含む全ての事業者が適切に価格転嫁等をできる取引環境の整備・定着を目
的に、「下請法（下請代金支払遅延等防止法）」が改正され、「中小受託取引適正化法：取

とり
適
てき

法
ほう

（製造
委託等に係る中小受託事業者に対する代金の支払の遅延等の防止に関する法律）」に名称が変わ
ります（2025年5月16日成立、26年1月1日施行）。それに伴い、価格交渉や支払い方法等に関す
る禁止行為、適用対象取引の追加、適用対象企業の拡大等が見直されました。主な改正内容は以
下の通りです。

⃝協議を適切に行わない代金額の決定の禁止　⃝手形払い等の禁止
⃝特定運送委託の追加　⃝従業員基準の追加　⃝用語の見直し

⃝取適法対象となる取引・取引先の確認
⃝必要な書面等の準備　⃝従業員への周知 など

中小企業も「委託事業者」になる可能性も
　「従業員基準」が追加されたことで、今後、中小企業は委託者と受託者のどちらの立場にもなる可
能性があります。違反行為があった場合の罰則規定（50万円以下の罰金等）も定められています。
今のうちから取適法の概要をつかむとともに、以下の対応をしておきましょう。

公正取引委員会
ホームページ

「取適法」の詳細は
こちら
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